
Ｃ
当
該
年
度
に
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
た
町
村
に
つ
い
て
、
次
の
算
式
に
よ
り
算
定
し
た
額

算
式158980×［｛

ａ
－
（
ｂ
×
0964）｝×

1016×
α
］

ｂ
×
0964、｛

ａ
－
（
ｂ
×
0964）｝×

1016及
び
｛
ａ
－
（
ｂ
×
0964）｝×

1016×
α
に
整

数
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。

算
式
の
符
号

ａ
普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
第
９
条
第
１
項
の
表
都
道
府
県
の
項
第
６
号
３
に
定
め
る
被

生
活
保
護
者
等
の
実
数
の
う
ち
当
該
町
村
に
係
る
被
生
活
保
護
者
等
の
実
数

ｂ
普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
第
９
条
第
１
項
の
表
都
道
府
県
の
項
第
６
号
４
に
定
め
る
前

年
度
に
お
け
る
被
生
活
保
護
者
等
の
数
の
う
ち
当
該
町
村
に
係
る
被
生
活
保
護
者
等
の
数

α
普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
別
表
第
２
の
５
に
定
め
る
率

チ

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額

リ

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額

リ

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
十
五
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額

ヌ

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
十
六
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額

ヌ

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
十
六
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額

ル

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
十
七
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額

ル

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
十
七
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額

ヲ

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
十
八
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額

ヲ

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
十
九
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額

ワ

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
二
十
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額

ワ

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
二
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
算
定

し
た
額

カ

道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
第
二
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
算
定

し
た
額

三

地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
普
通
交
付
税

に
関
す
る
省
令
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
交
付
税
か
ら
交
付
す
べ
き
額

三

地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
普
通
交
付
税

に
関
す
る
省
令
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
交
付
税
か
ら
交
付
す
べ
き
額

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
前
年
度
以
前
の
各
事
項
の
算
定
額
に
つ
い
て
、
必
要
な
経
費
の
見
込
額
等
に
よ
り

算
定
し
た
額
が
実
際
に
要
し
た
経
費
を
著
し
く
上
回
り
、
又
は
算
定
の
基
礎
に
用
い
た
数
に
つ
い
て
誤
り
が
あ

る
こ
と
等
に
よ
り
特
別
交
付
税
の
額
が
過
大
に
算
定
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
を
控
除
す
る
も

の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
前
年
度
以
前
の
各
事
項
の
算
定
額
に
つ
い
て
、
必
要
な
経
費
の
見
込
額
等
に
よ
り

算
定
し
た
額
が
実
際
に
要
し
た
経
費
を
著
し
く
上
回
り
、
又
は
算
定
の
基
礎
に
用
い
た
数
に
つ
い
て
誤
り
が
あ

る
こ
と
等
に
よ
り
特
別
交
付
税
の
額
が
過
大
に
算
定
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
を
控
除
す
る
も

の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
各
道
府
県
に
対
し
て
交
付
す
べ
き
特
別
交
付
税
の
額
が
当
該
道
府
県
の
財
政
規

模
に
比
し
て
著
し
く
少
額
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
当
該
道
府
県
の
財
政
状
況
か
ら
み
て
考
慮
す
る
必
要

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
項
が
あ
る
と
き
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
額
の
う

ち
同
項
第
三
号
の
額
を
除
き
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
零
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
各
道
府
県
に
対
し
て
交
付
す
べ
き
特
別
交
付
税
の
額
が
当
該
道
府
県
の
財
政
規

模
に
比
し
て
著
し
く
少
額
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
当
該
道
府
県
の
財
政
状
況
か
ら
み
て
考
慮
す
る
必
要

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
項
が
あ
る
と
き
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
額
の
う

ち
同
項
第
三
号
の
額
を
除
き
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
零
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
各
事
項
の
う
ち
総
務
大
臣
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
係
る
額
を
当
該
年
度

の
十
二
月
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
算
定
の
基
礎
か
ら
除
い
て
同
号
の
額
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
除
か
れ
た
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
三
月
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
算
定
の
基
礎

に
含
め
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
各
事
項
の
う
ち
総
務
大
臣
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
係
る
額
を
当
該
年
度

の
十
二
月
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
算
定
の
基
礎
か
ら
除
い
て
同
号
の
額
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
除
か
れ
た
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
三
月
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
算
定
の
基
礎

に
含
め
る
も
の
と
す
る
。
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